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　地
域
の
大
人
と
高
校
生
が
、

地
域
の
こ
と
を
本
気
で
語
り
、

学
び
、
交
流
す
る
場
、
そ
れ
が

「
新
庄
・
最
上
ジ
モ
ト
大
学
」

で
す
。

　高
校
生
を
対
象
に
、
住
民
や

参
加
者
と
の
対
話
や
協
働
を
通

じ
て
主
体
的
に
学
ぶ
姿
勢
を
育

む
こ
と
を
目
指
し
、
平
成
２９
年

度
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。
高

校
生
が
地
域
に
あ
る
様
々
な
事

柄
を
自
分
事
と
し
て
受
け
と
め
、

自
ら
問
い
、
自
ら
学
ぶ
こ
と
で

時
代
の
変
化
に
対
応
で
き
る

〝
生
き
る
力
〞
を
身
に
つ
け
、

将
来
地
域
を
支
え
る
中
心
的
人

材
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　６
年
目
と
な
る
今
年
は
、

「
ま
ち
の
魅
力
を
カ
タ
チ
に
し

た
ら
〜
ノ
ベ
ル
テ
ィ
で
町
を
Ｐ

Ｒ
〜
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
表

現
活
動
ユ
ニ
ッ
トa

lfo
n
a
tsk
i

の
お
二
方
か
ら
ご
協
力
を
い
た

だ
い
て
実
施
し
ま
し
た
。
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
達
成
目
標
を
、
①
自

分
と
、
自
分
の
ル
ー
ツ
と
な
る

地
元
に
つ
い
て
深
く
掘
り
下
げ

て
考
え
る
契
機
と
す
る
こ
と
、

②
考
え
や
抱
い
た
イ
メ
ー
ジ
を

ノ
ベ
ル
テ
ィ
と
し
て
具
現
化
す

る
こ
と
、
③
自
信
を
も
っ
て
地

元
を
話
題
に
す
る
こ
と
と
設
定

し
、
３
名
の
高
校
生
が
、
休
日

を
返
上
し
て「
主
体
的
な
学
び
」

に
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

●
１
回
目
（
７
／
３０
開
催
）

　い
く
つ
か
の
表
現
技
法
を
体

験
し
、
「
今
の
自
分
」
を
テ
ー

マ
に
コ
ラ
ー
ジ
ュ
を
創
作
し
ま

し
た
。
協
力
者
や
参
加
者
同
士

で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

り
な
が
ら
の
創
作
は
、
自
分
の

【
ル
ー
ツ
の
振
り
返
り
】
に
も

つ
な
が
っ
た
よ
う
で
す
。

●
２
回
目
（
８
／
１２
開
催
）

　実
際
に
作
成
す
る
ノ
ベ
ル
テ

ィ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
決
定
し
、

ア
イ
デ
ィ
ア
出
し
を
行
い
ま
し

た
。
高
校
生
の
必
須
ア
イ
テ
ム

の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
町
に
つ
い
て
検
索

し
な
が
ら
、
配
布
に
適
し
た
イ

ベ
ン
ト
や
場
所
、
機
会
を
話
し

合
う
中
で
、
町
の
魅
力
と
課
題

に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。
自
分

の
【
ル
ー
ツ
を
再
認
識
】
し
た

と
こ
ろ
で
、
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル

を
作
成
す
る
こ
と
に
決
め
、
町

の
魅
力
で
あ
る
ひ
と
・
も
の
の

素
朴
さ
や
あ
た
た
か
み
を
表
現

す
る
た
め
手
書
き
の
イ
ラ
ス
ト

で
作
成
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

●
３
回
目
（
１０
／
２
開
催
）

　参
加
者
の
イ
メ
ー
ジ
を
擦
り

合
わ
せ
、
デ
ザ
イ
ン
を
確
定
し

ま
し
た
。
活
動
中
、
「
ふ
る
さ

と
納
税
」
の
仕
組
み
に
着
目
し

ノ
ベ
ル
テ
ィ
を
配
布
す
る
と
い

っ
た
視
野
の
広
が
り
が
あ
り
、

自
分
の
【
ル
ー
ツ
の
未
来
の
創

造
】
に
つ
な
が
る
、
高
校
生
の

「
主
体
的
な
学
び
」
の
成
果
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　来
年
度
も
、
新
し
い
視
点
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
積

極
性
、
主
体
性
な
ど
、
ジ
モ
ト

な
ら
で
は
の
高
校
生
の
学
び
に

つ
な
が
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供

で
き
る
よ
う
企
画
し
て
い
く
予

定
で
す
。
高
校
生
の
み
な
さ
ん
、

ジ
モ
ト
大
学
で
一
緒
に
学
び
ま

し
ょ
う
。

ジ
モ
ト
大
学

まちの魅力をカタチにしたら　～ノベルティで町をＰＲ～

表
現
技
法
を
体
験
。
相
互
の
バ
ラ

ン
ス
を
取
り
な
が
ら
進
め
ま
す

▼

各
々
が
描
い
た
原
画
を
も
と
に
イ

メ
ー
ジ
を
擦
り
合
わ
せ

▼

最
終
日
。
協
力
者
の
お
二
人
に
細

部
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
た
だ
き
完

成
！

▼

今
年
の
町
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
？

新
庄
・
最
上
ジ
モ
ト
大
学

と
は
？

ようこそ先輩！！ようこそ先輩！！ようこそ先輩！！

（平成７年度 卒業生）

ｖｏｌ.13
　真室川高校の卒業生は、様々な職業に就いて多方面
で幅広く活躍をしています。そんな先輩方の思いや後
輩たちへのメッセージをお届けします。

町立真室川病院 勤務

佐藤ひとみさん

その真校魅力だより
真室川校の伝統と誇りをつなぐ ～除雪ボランティア・地域文化理解学習～

～人にかかわる仕事がしたいと、看護師として頑張っています～
　私が通った真高は、自然に恵まれのびのびと勉強ができる環境
の学校です。高校では生徒会に入り役員として活動するほか、卓
球部に所属しながらボランティア活動として、福寿荘を訪問し夏
祭りの手伝いなどしていました。真高はスキー授業があり、秋山
や神室、蔵王スキー場で友人たちと楽しく滑ったことが思い出と
なっています。
　私は、人にかかわる仕事がしたいと看護専門学校に進学し、正
看護師の資格を取得しました。現在は町立真室川病院の病棟看護
師として勤務しています。看護師は命にかかわる責任ある仕事な
ので、緊張する場面もありますが、日々患者さんとかかわる中で、
患者さんに「ありがとう」と言われたり、病気が良くなって笑顔
で退院するときなど、やりがいを感じます。今は、退院後自宅で
より良く暮らせるように、訪問看護や多職種と連携し患者家族を
支援する「退院支援」に力を入れて取り組んでいます。
　後輩の皆さんは、勉強を頑張り、積極的に活動してやりたいこ
とに向かって突き進んでください。そして、友人を大切にしてく
ださい。高校での友人が一生の友人となります。
　看護師はやりがいのある仕事なので、目指してほしいと思いま
す。一緒に働きましょう。

　真室川校では、地域貢献活動として以前から除雪ボランティアを行っています。今年も１～２年

生が縦割りの３班に分かれ、町内にある３軒の住宅の除雪作業を行いました。

　今年も町に豪雪対策本部が設置されるほどの大雪になり

ましたが、生徒たちは地域ボランティアの方々と１時間半

ほどかけ、家の軒下や車庫周辺の雪をスコップやスノーダ

ンプを使って次々と片付けていきました。

　活動を行った２年の安食皇成さんは「雪が多くて大変で

したが、みんなと協力して片付けることが出来ました。住

人の方から感謝されて、とても達成感があります」と話し

てくれました。

◆除雪ボランティア（１月２７日(金)）

　真室川校は、工房ストロー代表の髙橋伸一さんを講師に迎え、１～２年生を対象に「地域文化理

解学習会」と題して講話とわら細工体験を行いました。髙橋さんは町職員時代に町内の伝承文化や

伝承野菜などの魅力的な町の宝は担い手が減っていることを知り、これらを磨き上げ発信すること

で町を元気にしたいと就農し、工房ストローを立ち上げました。髙橋さんは、わら細工はかつて衣

食住に欠かせなかったが、高度経済成長期に出稼ぎ者が増

えたことにより担い手が減少したと話してくれました。生

徒たちは、４本のわらを使って栞づくりに挑戦しました。

髙橋さんから手ほどきを受けながら編み上げていき、時間

内に全員が栞を完成させました。

　２年の栗田 聖さんは、お礼の言葉の中で「町の宝であ

る伝承文化や伝承野菜、わら細工などの手仕事を残してい

きたいと思いました」と話してくれました。

◆地域文化理解学習会（１月２０日（金））

２２

きみ なり

こうき


